第１回佐賀市食育推進基本計画策定委員会の会議結果について

令和８年７月１５日に開催しました会議の概要は下記のとおりです。

記

◆  開催日時
令和８年７月１５日（水）１４時００分　～　１５時３０分

◆  開催場所
佐賀市保健福祉会館　１階　きらきら学習室

◆  出席者
◎出席委員（敬称略、五十音順）
今井里佳、大川和広、小田島ひとみ、萱島知子、小栁伸博、柴田匡道、堤保幸、
手塚美代子、中島光、中島裕、原田洋子、干潟由美子、百武裕美、光岡正人、山田昭仁
◎事務局
牛島保健福祉部長、諸永健康づくり課長、山本健康推進係長、納江政策主査、
内田技師、百崎主事

◆  傍聴者
なし

◆  議事要旨
（１）開会

（２）委嘱状交付

（３）保健福祉部長あいさつ

（４）委員長・副委員長の選出
委員長：百武裕美　副委員長：今井里佳

（５）議事
第４次佐賀市食育推進基本計画について【資料１】
・第３次佐賀市食育推進基本計画の最終評価について【資料２】【資料３】
≪事務局説明≫
≪質疑応答≫

〇委員長
朝食の欠食、野菜の摂取不足、食品表示への関心度の低下などが浮き彫りになっていると感じた。
朝食欠食については、佐賀市だけでなく全国的にも大きな課題となっており、平成１７年に食育基本法が制定された背景の一つにも、朝食欠食をはじめとする食生活の乱れへの対応があったかと思う。

〇委員
子どもたちの朝食欠食は実際みられており、学校では年に２回アンケート調査を行っているが、朝食を食べている子どもは100%には届かない。内容に関しても、ヨーグルトだけ、パンだけといった「1品のみ」の食事が増えてきていると感じる。
就寝時間と朝食も関係が深く、子どもたちの就寝時間の遅れも課題だと感じる。
SNSの普及などにより、生活リズムが乱れ、朝食欠食につながっていると感じる。
また、「早寝早起き朝ごはん」のチェックシートを活用しているが、意識改善に結びつけることの難しさを感じる。

〇委員
幼稚園・保育園では、保護者が食べる時間が遅いため、子どもも朝起きられず、朝食を食べてないといった状況があるように感じる。
朝食を車の中でパン１つ食べて済ませてくる子どももいたりするが、血糖値と関係しているのか、朝食を食べてすぐは元気があってもすぐエネルギー切れで疲れたり、眠くなってしまう子どもたちが、一定数いると感じている。佐賀保育園では、試験的に朝１０時ごろにスープを提供する取組を始めており、良い方向に向かえばと実践しているところ。

〇委員
朝食の欠食やパンだけの簡単な食事で朝済ませてくる子どもが一定数おり、食の乱れは生活の乱れから来ていると感じる。幼児は自分で食事を作れないため、保護者に意識を高めてもらうしかない。園だよりの第１回目には必ず「早寝早起き朝ごはん」をテーマにし、メディアの視聴時間についても併せて注意喚起をしている。

〇委員長
資料３のデータでは高校卒業以降から急激に朝食を食べなくなっている。小中学生の間は、家庭で食事が提供されるが、高校以降は生活リズムが変わり、優先順位が変わっていくように感じている。

〇委員
中学生の健診を行っており、非常に痩せている子、身長の低い子が多いかと思えば、肥満の子も多く、栄養状態を懸念している。また、体が硬く、前屈ができない子も非常に増えている。運動不足やゲームばかりで外で遊ばないため柔軟性がない。また、スマートフォンなどの影響で姿勢が悪く猫背になっている子が多いことも実感している。

〇委員
歯科医師として感じることは、子どもの虫歯が少なくなっており、保護者の方がよく気をつけていらっしゃると思う。
他には、鼻づまりによって口呼吸になり（お口ポカン）、出っ歯につながることがよく言われている。高校の歯科検診では、歯列矯正をしている子もいれば、虫歯だらけの子もおり、両極端になっている印象。
また、毎朝７時に登校している高校生を見かけた際は、何時に起きているのだろうと思うことがあるが、資料３の結果から高校生は意外と朝食を食べているなという印象を受けた。

〇委員
大学生は、アルバイトなどで帰宅が遅くなり、朝は慌てて学校に行くため朝ご飯をしっかり食べないといったことも多いと思う。自分自身親として子どもへの食育をもっと意識しなければと、今日のデータを見て思うところがあった。

〇委員
膨大なデータで佐賀市の食の動向が詳細に示されており、第４次の施策について具体的な検討ができると思った。
データを見る上で、その背景に何があるのかを示していただきたい。
例えば、若者の欠食の背景には、食べる時間がない、経済的な問題、調理ができないといった技能的な問題など多様な要因があると考えられ、そこが焦点化されると、施策も具体的になると思う。
欠食については、食べる・食べないだけでなく、生活習慣の中で食事をどう位置付けていくかという問題に焦点が当たるのではないか。個人の意識を変えることは非常に難しいと思う。改善率をみると佐賀市はすごく悪いように見えるが、悪い指標はすべて個人の意識のところで、施策や会社等の団体での取組は改善していると思う。
最初から個人の意識を改善させるというよりも、どのように改善させるために周知を図っていくかが重要だと思う。
また、社会状況が大きく変わる中で、第３次の理念がそのまま第４次に引き継がれて良いのか、という点も検討が必要だと思う。単身世帯が増える中で、「共食」の持つ意味や位置付けも変わっていく。調理ができない人が増えていることを一概に「悪い」と捉えて良いのかどうかも含め、「食べる」ことの意味や推進を考えていく必要があると思った。
現在SNSで「キャンセル調理（包丁を使わない、まな板を使わないなど）」が流行っており、手抜きをポジティブに捉え、いかに簡便に食べるかという価値観が広がっている時代背景も踏まえておく必要があると感じた。

〇委員長
今の時代背景を踏まえた上で、目標との整合性や、個人の意識をどのように変えていくかという重要なご指摘だったと思う。事務局として今の時代背景に沿った計画内容や具体的なアプローチについてどのようにお考えか。

〇事務局
時代背景については、女性の社会進出などにより、家族の食事時間が遅くなる等の問題は今後も続くと受け止めた上で、施策を進める必要がある。個人の意識を変えることは難しいが、しっかり問いかけをしていく必要があると考えている。
手法としては、若い世代の人は新聞やテレビを見ない傾向があるため、SNSなど新たなツールやデジタル技術を活用し、あらゆる手法で周知を図る必要がある。

〇委員
策定委員の意見や事務局からの説明を受け、時代背景や第３次計画の結果の考察を踏まえて次の方針を決めていくことが大事だと感じた。私は家庭科教育を専門としており、小学校６年生に対して朝食の大切さを教える機会があり、栄養教諭の方と協力しながら指導している。家庭科以外の教科や科目でも、学校全体で取り組むことができる内容があるのではないかと思う。

〇委員
食品ロス削減の視点として、私はフードバンクの活動を行っており、昨年度は企業や行政から寄付された食品など７２トンを取り扱い、これらを子ども食堂や地域食堂、ひとり親家庭など、食支援が必要な世帯へつないだ。
支援した家庭の中には、アンケートだけでは見えない背景を抱えていることが多く、経済的困窮やダブルワーク、心身の病気で料理ができないなど、様々な背景があると感じる。
そういった方に朝食の栄養バランスや野菜摂取といった完璧な食を求めるのは、非常に難しいのが現実だと思う。まずはレトルトでもお湯を入れるだけの簡単なものでも、朝に何かを食べて学校や仕事に行くというように、ハードルを少し下げると意識も変わるのではないかと思う。
また、米の価格高騰により、食べ盛りのお子さんがいる家庭では米を買うのが難しく、安くて手軽なパンなどに頼らざるを得ない状況がある。家庭の背景として朝食がなかなか取れないという現状があることも含めて考えていただきたい。

〇委員
ヘルスメイト養成講座について、養成講座を修了しないとヘルスメイトになれないという条件があり、市報などで周知してもなかなか人数が集まらない状況がある。
活動の中で、野菜の摂取目標が１日３５０gであることなどを地域で普及啓発し、少しずつヘルスメイトに興味を持ってもらえたらと思う。
地域の活動の中で、ヘルスメイト養成講座の話をしたところ３名の方が興味を持たれた。各地区に理事がいることを活かし、地道に増やしていければと思う。

〇委員
JAの事業としては、教育文化活動の中で各地域の小学校や幼稚園と連携し、農業体験や地元農産物を使った料理教室などの取り組みを行っている。朝食の問題などについても、保護者を巻き込んだ取組として広げていければと思う。

〇委員
漁業に関しては、夏場に学校での体験漁業や海苔焼き体験などを実施している。海苔の価格高騰などあるが、できる限り海苔を食べていただく機会を作るのが私たちの使命だと思い、取り組んでいる。

〇委員長
学校給食で佐賀海苔が出されているが、子どもたちは大人になってから佐賀海苔の美味しさに気づくという話も聞く。地産地消に向けた啓発を続けていきたい。

・その他（今後のスケジュールについて）
≪事務局説明≫
≪質疑応答≫

（３）閉会
